
大分県自治人材育成センター広報誌

県内の地域課題の調査・研究、具体的な政策提言を行う「地域政策スクール」の研究成果発表会を１０月
２４日（木）に開催しました。各チームの研究内容は以下のとおりです。発表会の資料をセンターHPに掲載
していますのでご覧ください。

当センターで行う研修の中で最も長期にわたる研修であり、発表会までのプロセスの中で、多くのことを
学ぶことができました。研究テーマ担当課や視察先の皆さま、本研修へのご協力ありがとうございました。

【発表会】令和６年１０月２４日（木）
【受講者】県職員１０名、市町村職員３名
【聴講者】４５名（オンライン視聴者含む）
【講 師】(一社)日本経営協会 細川 甚孝 氏

地域政策スクール発表会を実施しました︕

・政策形成の考え方や、同じチームで助け合いながら
進めることの大切さを学んだ。

・他の受講者との人脈を形成することができ、大切な
財産となった。

受講者の声

地域づくり推進研修を実施しました︕

県内の事例等を通じて、行政職員として地域づくりにどのように向
き合い、進めていくべきかを学ぶことを目的に、今年度は研修内容を
リニューアルして実施しました。

講師の山浦先生から、住民・地域との協働について講義をしていた
だいたあと、グループワークで協働アイデアを受講者の皆さんにプレ
ゼンしていただきました。２日目の午後には、特別講師の森先生から、
NPO法人の設立や活動のお話をしていただき、地域との協働について
の理解を深められる研修となりました。
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【実施日】令和６年１１月２１日（木）
〜１１月２２日（金）

【受講者】３６名
（県職員２７名、市町村職員９名）

【講 師】大分大学経済学部
准教授 山浦 陽一 氏

《特別講師》NPO法人七瀬の里Ｎクラブ
理事長 森 慎一郎 氏

・これからの行政運営を行っていく中で基礎となり、
また重要な核となる研修内容だと感じた。

・講師が実際に取り組む内容の話だったため、当事
者からのリアルな話を聞くことができてよかった。

・協働のパートナーとしてのＮＰＯ法人について、
Ｎクラブさんを例にしっかりと学べた。

受講者の声

研究テーマ
(1) 観光チーム︓「OITA URBAN SPORTS TOURISM ＃スケボーするならおんせん県 」
(2) 教育・福祉チーム︓「未来を拓く働き方改革 －教員のウェルビーイング実現への道筋－」
(3) 産業振興チーム︓「九州一の就農支援県へ 〜安(あ)・就(し)・多(た) への土づくり〜」



【実施日】令和６年９月２６日（木）
【受講者】３０４名（一部オンライン受講）
【講 師】熊本県立大学特別栄誉教授 白石 隆 氏

・利用できる制度及び利用上の注意点についての説明が分か
りやすかった。

・実際に育児休業を取得した期間や、復帰後の働き方につい
て詳しく聞くことができて、自分自身の復帰後の働き方を
リアルにイメージすることができた。

・実際の体験談を聞くことで、今後の生活イメージがしやす
くわかりやすかった。

県の幹部職員を対象に、自治体経営についての意識変革を促
し、社会経済情勢等に関する視野を広げ、今後の県の将来ビ
ジョン構築に資することを目的として「トップマネジメント研
修」を開催しました。

講師で国際政治学がご専門の白石様から「大国間競争時代の
世界と日本」と題して、歴史的な転換点にある国際情勢や、世
界における先進国や日本の立場の変化などについて分かりやす
くお話をいただきました。

【実施日】令和６年７月２６日（金）
【受講者】３８名
【講 師】庁内講師

受講者の声

今年度満３０歳になる職員を対象に、職務を通じて育
成された能力・知識・経験等を客観的に把握した上で今
後のキャリアプランを作成し、将来のキャリアについて
考えることを目的とした研修を実施しました。

これまでの職務経験を振り返り、今後のキャリアプラ
ンを考える良いきっかけとなったようです。

【実施日】
第１組︓令和６年８月５日（月）
第２組︓令和６年８月６日（火）

【受講者】１１３名

・自分の今後のキャリアを決めていくうえで、大変参考に
なった。

・グループディスカッションなども多く参加者の意見を聞く
ことができよかった。

・講師の実際の経験談も内容の中に組み込まれており、自分
に置き換えてキャリアプランについて考えることができた。

受講者の声

育休中や復帰後の職員を対象として研修を実施しま
した。制度説明や先輩職員の体験談、意見交換会の時
間を設け受講者間で情報交換できる時間を増やしまし
た。

また、オンライン受講も可能にし、子育てに関する
こと等活発に情報交換ができました。



・相手に伝わりやすく話すことの大切さを
学んだ。

・変化すべきもの、変えてはいけないもの
の見極め方のヒントを得た。

【実施日】１１月１５日（金）
【受講者】４８名
【講 師】

（株）テレビ大分 コンテンツプロデュース局
報道制作部 ゼネラルプロデューサー
小笠原 正典 氏

TOSテレビ大分アナウンサーの小笠原正典氏をお招きし、「3つの
時代でテレビを作ってきて思うこと」と題してご講演いただきました。

３８年間のアナウンサー人生の中で、大きく影響を受けた人、テレ
ビを大きく変えたもの、大事にしてきた３つのことなど、時間内に納
まりきれないほど盛りだくさんの内容でした。またディレクターとし
ての手腕がうかがえる豊富な動画を、受講者は食い入るように見つめ
ていました。

ひとつひとつの言葉にこだわり、視聴者目線で番組づくりに誠実に
向き合う姿勢や思いは、市町村の幹部職員の皆さんに大きな刺激を与
えてくれました。

令和6年度の新規研修である、ビルド＆スクラップ研修を実施しました。
自治体財政が厳しい状況の中でも新たな行政ニーズは生まれています。民間企業の経営

企画に携わってきた講師から、「発想の転換」と「知恵と工夫」により、限られたリソース
の中から財政の健全化を図るための手法を、事例を用いながら講義していただきました。

新採用職員研修（後期）を実施しました。受講者同
士で積極的に意見を交わす姿に、公務員としての成長
を感じました。

また、各組1日目の終了後には意見交換会を実施しま
したが、多くの方に参加していただき大盛況でした。

・自分のこれまでの業務を振り返り、改善していく
よりよい機会となった。

・公務員としての自覚や組織の一員としての自覚を
高めることができた。

・班員だけでなく、もっと多くの受講者と交流した
いと思った。

【実施日】令和6年10月 ※各組2日間
【受講者】382名（全5組）
【講義内容】

①人権尊重と部落差別の解消の推進
②仕事の進め方
③公務員倫理
④クレーム対応

受講者の声

受講者の声

【実施日】令和６年７月２日(火)
【受講者】３８名
【講 師】(株)インソース

高本 隆一 氏
・企業の現場の事例など、とても参考になった。
・何が重要なのか、何が妨げとなっているのかを明確にし、

変えるべき意識を常に持ち、今日から明日からの行動に
つなげる気持ちになった。

・スクラップすることばかりを考えていた私にとって、新
たな事業や業務を導入するために、いかに既存の事業や
業務を縮小や廃止していくことを考えていくことが大切
であるのかを、本研修をとおして学ぶことができ、大変
有意義な研修となった。

受講者の声
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女性職員の活躍に向けたキャリア形成を支援するとともに、性別や年齢に関係なく、
誰もが働きやすい職場づくりを実現するため、今年度もセミナーを実施します。

今年は、「ライフイベントを前提としたキャリアデザイン」をテーマに講師から講演
をしていただいた後、パネルディスカッション、グループディスカッションを行います。

【実施日】令和６年１２月１７日（火）
【講 師】（株）山口企画 山口 理栄 氏
【演 題】ライフイベントを前提としたキャリアデザインとは
【受講対象】

（県職員）新任副主幹、新任課長補佐級の女性職員、
新任課長級の職員等

（市町村職員）受講を希望する職員

憲法をはじめ、行政法及び地方自治法等自治体職員が共通に備えるべき法務の基礎的知
識を学ぶため、研修を実施します。

今年は憲法、行政法、地方自治法の講義を実施します。申込締め切りは、１２月２０日
までです。詳しくは各所属へ届いている募集通知をご覧ください。
※希望者が多い場合は先着順になります。

【実施日】令和７年２月１３日（木）〜１４日（金）
【講 師】中央大学 専門職大学院 法務研究科

（ロースクール） 教授 原島 良成 氏
【受講者】

（県職員） 受講を希望する職員 ２５名
（市町村職員）受講を希望する職員 ２５名

・基本的な法解釈が理解できた。
・法律を意識することが公務員にとって

大事なことだと再認識した。
・常に法律の規定を意識して行政事務を

行うよう努めたいと思った。

R5受講者の声

R5年度の様子

日商簿記検定3級受験
～ﾈｯﾄ試験対応！ CBT体験つき（産能大）

・通信講座は毎年活用しており、スキルアッ
プに非常に有意義だと感じている。

・自己研鑽として通信講座を受講しており、
毎年、新しい講座を用意して頂き、とても
ありがたい。直接的には業務に関係ない講
座でも、受講する中で業務に活かせる内容
も出てくることも多いため、来年以降も積
極的に受講したい。

受講者の声

日商簿記検定２級受験
～ﾈｯﾄ試験対応！ CBT体験つき（産能大）

宅地建物取引士コース

OJICでは、年間１人２講座まで通信講座受講料の半額の助成を行っています。
今年度の人気講座をご紹介します。

※年間助成限度額30,000円、所定の期間内の修了が必須です。
講座詳細については、パンフレットまたはOJICのホーム
ページからご確認ください。


